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1．はじめに

  1973年の第4次中東戦争に端を発したオイルショッ

クは，石油資源依存型生産資材の大量消費を見直す契

機となり，再生産可能なバイオマス，とりわけ膨大な

蓄積を誇る木材やササなどの林地系バイオマスに対す

る関心が高まっている。現在，林地系バイオマスを対

象とした化学的，微生物工学的変換技術もさかんに研

究されている。

　北海道の森林では下層植生としてササが広く分布し，

その蓄積量は新鮮重量で1億5千万トンと推定されて

いる1,2）。これは北海道の林木蓄積の26％，年間の木材

伐採量あるいはパルプ原料のおおよそ20倍に相当し
3），したがって，ササ類は未利用陸上バイオマスとして

は他に例をみないほど大きなものといえる。

　資源基盤の脆弱なわが国においては，古くから未利

用森林資源であるササに注目し，それらを工業原料と

して利用するいくつかの試みが検討されてきた。例え

ば，パルプ化4-11），粗飼料化12,13），ファイバーボード14-
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19），パーティクルボード17,20-23），フルフラールの製造
7,24-26）などが検討され，一部は実用生産段階まで進ん

だが，その後の経済情勢の変化のために操業が中断さ

れている27）。現在ササの用途として，タケノコが食用

に供されるほかに，新鮮葉がササ茶などの健康食品や
ささばらん

笹葉蘭に，幼
かん

稈が和紙原料として，成熟稈が農作物支

柱や民芸品材料に利用されるなど，その用途は多岐に

わたっている。しかし，利用量は全体からみれば極め

て少なく，資源の大半は未利用のまま放置されている

のが現状である。

　ササ類の化学組成に関する知見は，木材やタケと比

較して必ずしも多いとはいえないが，これまでにもい

くつかの詳細な報告はみられる。しかし，それらの多

くは葉28,29）や稈30-32）などの特定の器官の成分組成を

扱ったものや生態学的見地から養分，貯蔵糖質33-37）を

調べたものである。ササの化学特性をいかした高度利

用技術を開発するためには，詳細な化学組成の把握が

不可欠である。本研究は，そのための基礎的なデータ
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を得る目的で，北海道の代表的なササであるチシマザ

サ（Sasa kurilensis Makino et Shibata）とクマイザサ

（Sasa senanensis Rehd.）を対象として，成熟稈と葉部

に分けて，それぞれの含有成分を比較検討した。

 2．実　験

2.1 試料の調製

　供試したチシマザサとクマイザサは，1994年6月下

旬に上川営林署管内の国有林内で採取し，葉と稈に分

離後，暗所で風乾した。乾燥試料をウイレーミルで粉

砕し，42～80メッシュのフラクションを分析試料とし

た。

2.2 無機成分

　灰分は常法（JIS P8010－76）により定量した。

　試料約0.1gをケルダールフラスコに取り，濃硝酸1

ml，濃硫酸0.5ml，過塩素酸（70％）0.5mlを加え湿式

加熱分解し，分解液中のカルシウムとマグネシウムを

原子吸光法により，カリウムとナトリウム量は炎光法

により定量した。ケイ素は常法（JIS K0101－91）に

より無水ケイ酸として定量した。窒素はケルダール法

により定量した。

2.3 抽出物

　アルコール・ベンゼンおよび熱水抽出物は，常法

（JIS P8010－76，JIS P8005－76）によりソックスレー

抽出装置を用いて抽出，定量した。

2.4 遊離糖およびデンプン

　遊離糖およびデンプン量はMcCreadyら38）の方法に

準じて定量した。すなわち試料約0.2gに80％エタノー

ル数滴と5mlの蒸留水を加えてかく拌し，80％熱エタ

ノール25mlで遊離糖を抽出した。得られた抽出液中の

還元糖量をSomogyi-Nelson法で求めて，遊離糖量と

した。さらに80％含水エタノール抽出残さから52％過

塩素酸でデンプンを抽出し，デンプンを比色定量した。

2.5 構成糖組成およびリグニン

　あらかじめアルコール・ベンゼン（1：2）で脱脂し

た粉砕試料をEffland39）の方法で酸加水分解し，得ら

れた加水分解液を検液としてHPLC法で構成糖を定量

した。その際，酸加水分解残さをリグニン量とした。

3．結果と考察

　ササはイネ科に属する多年生の草本で，樹木と比較

して灰分量の多いことが知られている30）。チシマザサ

とクマイザサの成熟稈と葉の無機成分組成を第1表に

示す。第1表から明らかなように，ササを特徴づける

無機成分はケイ酸とカリウムである。チシマザサ，ク

マイザサともに葉が稈よりも多量の無機成分を含有し

ているが，いずれの器官でも主要な無機成分はケイ酸

であった。葉は乾物換算で11～12％と著量の灰分を含

んでいるが，その約4割がケイ酸で占められている。

カリウムもイネ科植物に特徴的な無機成分であるが，

葉や稈などの特定の器官に集中した分布は認められな

かった。これに反してカルシウムは葉に特徴的に分布

し，またマグネシウムと窒素も葉に多く含まれていた。

本研究で得られた結果は，稈でのカルシウム含有量が

やや少ないことを除けば，既報のデータ32,34,36-37）とよ

く一致していた。

　ササの付加価値が高い用途の一つに葉エキスの医薬

や健康食品としての利用があげられる。この場合，ミ
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ネラル含有量も製品の品質を一定に保つうえで重要な

因子の一つとなる。ここで得られた結果は，種間より

はむしろ同一種内の異なる器官による組成変動が大き

いことを示している。したがって，葉エキスの抽出，

利用に際しては，原料への稈の混入は製品の品質を大

きく低下させるおそれがある。

　第2表に抽出物と貯蔵糖質の含有量を示す。抽出物

の収量に関してチシマザサとクマイザサの間に大きな

相違は観察されなかった。しかし，葉と稈ではそれら

の収量は大きく異なり，葉は稈の約1.5倍量の熱水抽

出物と3倍量のアルコール・ベンゼン抽出物を含有し

ていた。熱水抽出物には，デンプンや少糖類などの炭

水化物，ポリフェノール，色素，アルカロイドなど多

様な成分が含まれる。稈の抽出物はその大半が炭水化

物で占められていると考えられるが，葉の抽出物では

炭水化物はおおよそ1/4を占めるに過ぎず，両者の化

学組成に大きな相違がみられる。

　デンプン含有量も抽出物と同様に，種間よりはむし

ろ同一種内の器官による大きな差異が認められた。す

なわち，稈と葉ではその含有量が大きく異なり．稈は

葉の3～4倍量のデンプンを含んでいた。このことは，

ササの稈が重要な貯蔵器官として機能していることを

示唆している。遊離糖量はチシマザサ，クマイザサの

稈，葉ともに比較的高い値を示したが，これは急速な

稈生長時期に試料を採取したためと考えられる。最近，

著者らは40），クマイザサの
はつじゅん

発筍，幼稈伸長，開葉など

生長に伴う形態学的変化と貯蔵糖質量が密接に関連し

ていることを明らかにしている。

　第3表に構成糖組成およびリグニン量を示す。細胞

壁構成多糖の収量とその糖組成は，チシマザサとクマ

イザサの間でほとんど相違はみられなかった。稈と葉

を比較すると，前者において多糖収量と構成糖中のヘ

キソース比が高く，広葉樹材と類似した化学組成を示

している。一方，葉の構成多糖の組成は発筍直後の幼

稈40）のそれと極めて類似しており，糖組成におけるペ

ントース，とりわけアラビノースの占める割合が高

かった。Ishiiら13）もミヤコザサ，アズマザサ，スズ

タケ葉多糖組成に関して同様の結果を得ている。

　リグニン含量は，チシマザサとクマイザサの種間お

よび器官部位で大きな差異は認められなかった。
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